
3～5年後に期待されるブレークスルー

脳情報インタフェース技術とは

人間が脳の中で如何にして情報を理解し、伝達しているかを解明し、その情報をどこでも

 
誰でも利活用できるようにし、PCや機械を操作できるようにする技術。

脳情報インターフェース技術

脳に電極を差し込むことなく（非侵襲）、脳情報を解読し、

○頭にかぶる計測装置を用いて、 思い描いた動作（右手を上げる等）を推定

 
し、ロボット等に実行させることができる。（現状では、実際の動作を伴う場合

 
に再現することが可能。）

○大型の計測装置（MRI，MEG）を用いて、思い描いた文字（アルファベット

 
等）を推定し、画面に表示することができる。（現状では、実際に目で見た文字

 
を再現することが可能。）

○高齢者等の日常動作（歩行、手の動作等）をサポートするパワースーツなど

 
を、脳活動情報から直接制御するためのインタフェース技術を確立する。

10～15年後に実現可能なサービスイメージ
市場規模：1.2兆円（2025年）

送り手のイメージ･メッセージを脳情報から推定

右手を挙げ

 

よう

運動意図

 

を推定

現行技術

サルの脳活動計測データにより遠隔地のロボット

 

がリアルタイムで歩行を再現

ATR社等による国際共同研究
（2008.1.15報道発表）

脳活動情報から制御するヒト型ロボッ

 
トの実現

脳情報で制御するパワースーツ

 
の実現

この箱を

 
持って歩こ

 
う！

（例）脳情報を元に、意識するだけで簡単

 
な機械操作を可能とする通信システムを

 
実現し、遠隔地にあるロボットやエージェ

 
ントを操作する

（例）

 

脳情報を元に、脳活動情報から直接

 
制御するパワースーツにより、高齢者等

 
の日常動作をサポートする

持ち上

 
げて歩

 
こう・・

掃除をし

 
よう・・

情報通信への利用

（例）

 

脳情報を元に、PC等への図形、文

 
章等の情報を直接入力できる装置や、意

 
図を理解した最適な情報検索技術を実現

 
する

赤いりんごの

 
絵を・・・
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